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第 157号

中 之 条 自 治 会

平
成
二
十
七
年
度
後
半
を
経
過
し
て

平
成
二
十
七
年
度
自
治
会
長

西

沢

孝

夫

日
増
し
に
寒
さ
に
向
か
う
毎
日

自
治
会
員
の
皆
様
に
は
気
ぜ
わ
し

い
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

今
年
は
、
二
月
に
は
中
部
電
力

で
の
停
電
が
あ
り
大
変
で
し
た
。

ま
た
六
月
に
は
、
集
中
豪
雨
が

有
り
、
防
災
セ
ン
タ
ー
か
ら
御
所
、

三
好
町
近
辺
で
は
道
路
が
冠
水
し
、

消
防
団
の
皆
様
に
は
ご
苦
労
ね
が

い
ま
し
た
。
人
月
に
、
南
本
曽
の

上
石
流
現
場
に
行

っ
て
話
を
聞
い

て
来
ま
し
た
が
、
安
否
確
認
に
時

間
が
か
か
り
、
大
変
だ

っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
中
で
も
消
防
団
の
皆

様
の
活
躍
が

一
番
頼
り
に
な

っ
た

と
の
事
で
し
た
。

城
下
地
区
防
災
訓
練
が
、
十

一

月
十
五
目
予
定
さ
れ
ま
し
た
が
雨

天
の
た
め
室
内
で
の
講
演
と
な
り

ま
し
た
。
非
難
す
る
場
合
は
、
普

段
よ
り
横
の
つ
な
が
り
を
作

っ
て

お
く
必
要
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

◎
敬
老
視
賀
会

九
月
十
三
日
、
中
之
条
公
民
館

に
お
い
て
敬
老
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
七
十
五
才
以
上
の
方

（昭
和
十
六
年
二
月
二
十

一
日
生

ま
れ
ま
で
）
に
ご
招
待
状
を
差
し

上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
四
十
八

名
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

南
小
学
校
合
唱
部
の
皆
様
に
は
、

校
歌
を
始
め
と
し
て
五
曲
を
歌

っ

て
頂
き
ま
し
た
。
真
野
会
計
の
フ

ル
ー
ト
、
塚
田
総
務
の
ギ
タ
ー
で

の
洋
楽
演
奏
に
続
き
、
公
民
館
各

部
に
よ
る
余
興
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
千
曲
川
坂
城
陣
太
鼓
に
よ

る
演
舞
が
大
変
面
白
く
、
太
鼓
の

音
が
体
中
に
響
き
ま
し
た
。
カ
ラ

オ
ケ
も
好
評
で
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
も
楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で

「ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

公
民
館
役
員
は
じ
め
、
ふ
れ
あ
い

協
議
会
の
皆
様
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
防
犯
灯
に
つ
い
て

大
型
の
七
基
に
つ
い
て
費
用
が

か
か
る
と
の
こ
と
で
保
留
に
し
て

お
き
ま
し
た
が
、
来
年
度
の
補
助

金
申
請
は
無
理
の
よ
う
な
の
で
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
完
了
致
し
ま
し
た
。

二
十
八
年
度
は
、
ポ
ー
ル
式

一

基
、
電
柱
式
四
基
の
新
規
申
請
を

し
て
お
き
ま
し
た
。

◎
要
望
事
項

十
月
十
六
日
、
市
役
所
に
お
い

て
平
成
二
十
七
年
度
城
下
地
区
囲

団
体
の
要
望
事
項
に
対
し
て
、
県

及
び
市
の
回
答
説
明
会
が
あ
り
ま

し
た
。
直
接
対
話
方
式
に
よ
る
説

明
会
で
し
た
が
、
予
算
付
け
が
大

変
な
様
子
で
す
。
回
答
に
つ
き
ま

し
て
は
、
自
治
会
回
覧
で
お
知
ら

せ
し
た
通
り
で
す
。

自
治
会
要
望
に
関
し
て
は
、
七

月
三
十
日
、
平
成
二
十
六
年
度
の

要
望
事
項
現
場
再
確
認
と
い
う
こ

と
で
、
市
役
所
土
木
課
と
視
察
致

し
ま
し
た
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
は
な
る
べ
く
早
く
行
う
と
の
こ

と
で
す
が
、
長
年
出
て
い
る
要
望

は
難
し
い
様
子
で
す
。

な
お
、
平
成
二
十
八
年
度
の
要

望
は
九
月
に
提
出
し
て
お
き
ま
し

た
が
、
ど
う
な
る
か
不
安
で
す
。

◎
城
下
地
区
防
災
訓
練

今
年
度
の
防
災
訓
練
は
通
常
の

避
難
訓
練
で
は
な
く
、
豪
雨
時
に

お
け
る
六
ヶ
村
堰
の
氾
濫
を
最
小

限
に
く
い
止
め
る
た
め
の
、
上
田

市
で
も
初
め
て
と
な
る

「減
災
事

業
」
と
し
て
位
置
付
け
、
城
下
地

区
に
影
響
を
及
ぼ
す
東
山
金
窓
寺

川
と
御
所
沢
沿
い
の
環
境
整
備
、

危
険
除
去
を
目
的
に
実
施
す
る
と

の
こ
と
で
す
。
主
に
流
域
の
風
倒

木
や
危
険
樹
木
の
搬
出
予
定
で
し

た
が
、
雨
天
の
た
め
申
止
と
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
上
国
市
か
ら

「風
水
害

へ
の
備
え
に
つ
い
て
」

上
国
地
域
広
域
連
合
会
消
防
本
部

か
ら

「上
国
広
域
管
内
の
火
災
概

要
」
等
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

防
災
に
関
連
す
る
こ
と
で
す
が
、

今
年
の
九
月
に
上
国
市
か
ら
東
京

の
業
者

（
エ
リ
ア
エ
ナ
ジ
ー
崎
）

が
、
東
山
の
諏
訪
形
及
び
御
所
、

上
田
原
周
辺
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を

設
置
し
た
い
計
画
に
つ
い
て
、
関

係
す
る
四
白
治
会
長

（諏
訪
形
、

朝
日
ケ
丘
、
御
所
、
川
辺
町
）
に

対
し
、
説
明
が
あ

っ
た
そ
う
で
す
。

沓
掛
御
所
白
治
会
長
が
、
対
象

地
域
の
御
所
周
辺
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
樹
木
十
本
程
度
伐
採
さ
れ

て
い
た
の
で
、
ソ
ー
ラ
ー
計
画
地

は
、
土
砂
災
害
警
戒
地
域
に
指
定

さ
れ
、
水
害
発
生
の
危
険
が
あ
る

た
め
関
係
三
自
治
会
の
合
同
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果

城
下
地
区
自
治
会
連
合
会
に
説
明

が
あ
り
反
対
運
動
を
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

ソ
ー
ラ
ー
の
計
画
規
模
は
、
御

所
地
区

（八
千
２皿
）
諏
訪
形
地
区

（八
千
五
百
２ｍ
）
、
発
電
出
力
は
、

そ
れ
ぞ
れ
Ｏ
ｏ６
メ
ガ
ヮ
ッ
ト
程
度

で
、
合
計
１
・２
メ
ガ
ヮ
ッ
ト
で
す
。

十

一
月
八
日
、

「東
山
城
下
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
反
対
期
成
同
盟

会
」
が
城
下
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー

内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
目
的
と

し
て
、
事
業
計
画
地
は
、
か
つ
て

は
石
炭
を
掘
っ
た
ば
た
山
で
あ
り
、

地
表
が
硬
い
岩
盤
と
は
違
い
崩
落

の
危
険
が
高
い
場
所
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
住
民
の
安
全

な
生
活
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
計
画
が
撤
回
さ
れ
る
ま
で
、
城

下
地
区
九
自
治
会
及
び
川
辺
町
白

治
会
等
が

一
致
団
結
し
て
反
対
運

動
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
で
す
。

０
自
治
会
連
合
会
関
係

鬱
　
城
下
地
区

十

一
月
十
三
日
、
自
治
会
長
と

民
生
委
員
、
児
童
委
員
と
の
懇
談

会
が
行
な
わ
れ
意
見
交
換
を
致
し

ま
し
た
。

十

一
月
二
十
九
日
、
小
学
生
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
で
ド
ツ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
　
城
南
地
区

十

一
月
二
十
六
日
、
各
自
治
会

正

。
副
会
長
会
が
開
か
れ
、
地
域

住
民
自
治
組
織
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
ｃ

◎
そ
の
他

十

一
月
十
四
日
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
会
を

行
い
ま
し
た
。

協
議
員
中
心
に
公
民

館
、
ふ
れ
あ
い
協
議

会
の
方
に
も
参
加
願
い
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
自
治
会

の
皆
様
に
は
、
こ
の
一
年
間
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
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鰺
総
瞼

Ｑ
蟷
餞
雉
烙
瞼

鱚
飩
攀
檄十
《
際
躙
鼈
軋
颯
鯰
翁

中
之
条
自
治
会
長
並
び
に
農
業

協
議
会
長
の
選
挙
が
、
平
成
二
十

七
年
十
二
月
六
日

（日
）
に
行
わ

れ
開
票
の
結
果
、
平
成
二
十
八
年

度
の
自
治
会
長
に
は
第
４
ブ
ロ
ツ

ク
の
西
沢
俊
郎
様
、
農
業
協
議
会

長
に
は
、
第
５
ブ
ロ
ツ
ク
の
中
澤

照
夫
様
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
の
新
役
員
の

皆
様
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（敬
称
略
）

自
治
会
長

副
自
治
会
長

会

　

　

計

総
務
部
長

西
沢
　
俊
郎

（第
４
プ
ロ
ッ
ク
）

塚
田
　
吉
和

（第
６
プ
ロ
ツ
ク
）

中
澤
　
史
典

（第
４
ブ
ロ
ツ
ク
）

羽
闘
　
幸
彦

（第
１
プ
ロ
ツ
ク
）

宮
下
　
和
彦

小
坂
井
　
晃

中
村
架
裟
雄

長
谷
部
孝
章

各
プ

ロ
ツ
ク
か
ら
選
出
さ
れ
ま

し
た
自
治
会
役
員
は
、
次
の
通
り

で
す
。
　

　

　

　

　

（敬
称
略
）

ブ
国
ツ
ク
長

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

第
６

第
７

第
８

荒飯有宮
井島賀 島

正誠則一
雄  行弘

副
ブ
国
ッ
ク
長

第
１

第
２

第
３

第
４

第
５

第
６

第
７

第
８

特
別
協
議
員

公
民
館
長

市
議
会
議
員

呻
沢

伸
士
園

（第
３
ブ
ロ
ツ
ク
）

小
坂
井
二
郎

（第
２
ブ
ロ
ッ
ク
）

各
部
か
ら
選
出
さ
れ
ま
し
た
農

業
協
議
会
委
員
は
、
次
の
通
り
で

す
。
　
　
　
　
　
（敬
称
略
）

農
業
協
議
会
長
　
　
中
沢
　
照
夫

（柳
堂
部
）

副
会
長
　
　
　
　
　
西
澤
　
信
義

（上
組
部
）

会
　
計
　
　
　
　
　
中
澤
　
俊

一

（下
組
部
）

育
苗
係
　
　
　
　
　
小
坂
井
浩
史

（新
道
部
）

国
中
　
友
昭

（宮
方
部
）

機
械
係
　
　
　
　
　
田
中
　
康
公

（六
工
部
）

新
役
員
の
皆
様
方
、
大
変
ご
苦

労
様
で
す
。　
一
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
の
皆
様
方
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
塚
　
　
清

選
任
申

吉
田
　
正
昭

長
坂
　
一
夫

一
之
瀬
貴
文

金
井
　
桂
司

田
中
　
和
好

村
橋
　
一
男

平成■7年度後半の自治会 。公民館活動内容の一部を

各種団体等の皆様から頂戴 した寄稿文とともにご覧いただきます。

他にも、人権講座等盛りだ<さんの一年が、無事終わろうとしています。

区民の皆様、ご協力、ご参加ありがとうございました。役員の皆様、大変お疲れ様でした。

毎年大好評の名物「 焼き鳥 」

今年も■、 500本  完売です

こちらも好評の

「冷しぶっかけうどん」

いらつしゃい歌せ～ !!|

公民館役員だけではな<
若者も、子供達も率先してお手伝い

そんなふれあしヽが嬉ししヽ夏祭りです

ただでさえ猛暑の8月
下から炭史であ′31ら れて
役員さんは汗だ<です

ねじりはちまき イナセです

・Λ
糞
音
菫
撻

熙
曇
炉

i4彗蔭11
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中
之
爆
誌
編
集委

員
会
便
リ

編
集
委
員
長

　

中

沢

賢

中
之
條
誌
編
集

八
月
二
十

一
日
、
九
月
十
八
日
、

十
月
二
十

一
日
公
民
館
で
編
集
会

議
を
行
い
、
十
月
末
、
各
人
資
料

整
理
、
原
稿
作
成
作
業
の
進
捗
状

況
を
報
告
、
作
業
進
行
状
況
を
ま

と
め
た
。

来
年
末
の
完
成
を
目
指
し
、　
一
同

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

資
料
提
供
に
区
民
の
皆
さ
ん
の
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

寺
島
隆
史
氏
講
演

「
上
田
築
城

ｏ
城
下
町
形
成
と
真

田
氏
時
代
の
中
之
擦
」

十

一
月
十
四
日

（土
）
午
後
二
時

よ
り
、
中
之
條
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
中
之

條
自
治
会
が
取
り
組
む

「わ
が
ま

ち
魅
カ
ア
ツ
プ
事
業
」
の

一
環
と

し
て
、
郷
土
史
講
演
会
を
行
っ
た
。

今
回
は
郷
土
史
研
究
の
第

一
任
者

寺
島
隆
史
氏
に
、
表
記
の
大
変
魅

力
的
な
テ
ー
マ
で
お
話
し
頂
い
た
。

そ
の

一
部
を
紹
介
す
る

○
条
理
遺
構

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
行
わ
れ

た
、
土
地
を
碁
盤
目
状
に
区
画
し

た
条
理
遺
構
が
、
申
之
篠
辺
り
に

も
は
つ
き
り
見
ら
れ
る
。
こ
の
事

業
に
は
強
大
な
権
力
が
必
要
な
こ

と
か
ら
時
代
は
奈
良
時
代
か
ら
平

安
前
期
ま
で
の
も
の
と
推
定
さ
れ

る
と
の
見
解
を
述
べ
ら
れ
た
。

○
古
文
書
に
見
る

真
田
氏
時
代
の
中
之
襟

元
和
三
年

（
一
六

一
七
）
と
い
う

大
変
古
い
、
郷
土
史
に
と
っ
て
誠

に
貴
重
な
文
書
が
紹
介
さ
れ
た
。

西
澤
誠
氏
所
蔵
の
文
書
で
、
真
田

氏
直
轄
領
の
年
貢
の
納
入
内
訳
書

と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
真

田
信
之
か
ら
中
之
條
村
の
年
貢
納

入
責
任
者
西
澤
小
左
衛
門
に
宛
て

「小
判
二
両
を
年
貢
の

一
部
と
し

て
受
領
し
た
。
た
だ
し
、　
一
両
を

二
十
七
俵
に
換
算
す
る
」
と
い
う

意
味
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

面
白
い
こ
と
に
、
こ
の
お
金
は
上

方
の
借
金
に
使
う
と
わ
ざ
わ
ざ

断

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
元
和
元
年

（
一
六

一
五
）
と
そ
の
前
年
の
大

阪
の
陣
に
上
国
か
ら
も
出
陣
し
た

際
の
出
費
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
と
、
寺
島
氏
は
推
測
し
て
い
る
。

来
年
度
始
ま
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「真
田

丸
」
に
関
連
し
て
、
真
田
氏
が
身

近
に
感
じ
ら
れ
た
。

同
様
に
同
じ
頃
、
信
之
か
ら
中
之

條
の
肝
煎

（後
の
庄
屋
の
よ
う
な

役
）
で
あ
る
田
申
忠
助
に
宛
て
た

年
貢
納
入
に
関
す
る
朱
印
状
が
紹

介
さ
れ
た
。
田
中
信

一
郎
家
所
蔵

の
文
書
で
あ
る
．
こ
れ
に
は

「蔵

収
」
と
あ
る
の
で
こ
の
頃
既
に
中

之
條
に
は
郷
倉
が
あ

っ
た
こ
と
が

知
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
既
に

中
之
條
の
関
係
者
は
目
に
し
て
い

た
が
、
あ
れ
こ
れ
深
い
知
見
を
引

き
出
さ
れ
る
寺
島
氏
の
慧
眼
に
改

め
で
感
服
し
た
。

「 焼き鳥 お待ちどうさまでした～ | 」

子供達の元気な姿は

そのまま中之条の元気につながります

千盤藻157号に掲載の

ほとんどの写真を撮って<れた
公民館会計の藤丼健一さん

役員さんも
一緒に乾杯です

恒例のビンゴ大会

大広間 |こ集まった200人 を超えるお客様

熱気に包まれました

どれが
いいかな～?

目が暮れても

公民館は大賑わい

お手伝しヽ

楽 しかつたかな ?Λ
′

区民の皆様の笑顔

役員にとつて

最高のプレゼントです
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鐵
繭
公
民
館
よ
叩

館
長

池

田

宏

子

日
ご
ろ
、
城
南
公
民
館
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
戦
後
７
０
年
の

節
目
の
年
で
あ
り
、
改
め
て
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

申
之
条
に
は
戦
前
、
上
国
飛
行

場
が
あ
り
、
そ
の
後
、
陸
軍
に
献

上
さ
れ
、
陸
軍
上
国
飛
行
場
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
る
こ
と

も
あ
り
、
城
南
公
民
館
で
は
以
前

か
ら
平
和
学
習
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
き
て
お
り
ま
す
．

昨
年
、
戦
争
遺
跡
品
の
展
示
を

行
い
ま
し
た
が
９
５
式
練
習
機
の

プ
ロ
ベ
ラ
や
機
体
の

一
部
、
爆
弾

の
破
片
、
特
攻
隊
員
の
出
陣
の
写

真
の
提
供
な
ど
中
之
条
の
皆
様
に

は
大
変
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
申
之
条
に
は
歴
史
的
遺

産
、
文
化
的
遺
産
が
大
変
多
く
存

在
し
て
お
り
ま
す
。

中
之
条
自
治
会
で
は
地
域
遺
産

を
文
書
化
す
る
事
業
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
問
い
て
お
り
ま
す
。

歴
史
を
大
切
に
し
、
人
を
大
切

に
し
て
、
常
に
新
し
い
事
に
積
極

的
に
取
り
組
む
中
之
条
の
皆
様
に

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
今
後
も

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
Ｇ

・馘
籍綾籍
鍵

、ぜ
ヾ
Ｉ
・キ
ヽ

平成 26年 (去年)中之条は6連覇を達成しました。

そ して今年 0007連 覇を目指し

役員、選手、応援団が一致団結頑張りました。

その結果は?・ ・ 。

ユ1曇薫:熱、|・醤::i li::li翼

黛駿慈爾載南地区選勲畿 ィ
彙奉11ヽ 鶴―総 鞭 苺ヽ学 機 ざヽ骨ンド :

一
一鎌

、．Ｊ

魃ヽ

ママさん4名の城南防災リレー

見事に 3位入賞 !

選手も必死

応援国も必死に彼女たちの名前を連呼
一生懸翁は気持ちイイ

中之条応援席、隣の東築地の公民館長さんが
こうおっしゃいま.した

「 中之条さんの隣にはなりたくなしヽつて

以前間tハ たことがありましたが
今日その意味がしみじみ分かりました 。 」

ぎ
“額〓

，・
夢
・・■

中之条豚汁軍国のお姉様方、チームワークは抜群
がつちりと運動会 (お祭り)を盛り上|ずます

豚汁200人分、ゆで卵200個
今年は、フランクフル トとつ<ねが追加
どこが賑やかだつて?00。 中之条です

へ́

負けたら帰って<んな～ !Λ
ハ

と、応援席もヒー トアップ

中学生競技 見事優勝の仲良し6人組

文武両道の彼らにエールを贈ろう 今度は受験頑張れ |
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圏
碁
ク
ラ
プ
の
楽
し
み

会
長
　
　
桑
原

晃

囲
碁
ク
ラ
ブ
は
、
月
に
四
、
五

回
の
例
会
を
開
い
て
対
局
し
て
い

ま
す
。
部
員
十
七
名
の
内
、
半
分

く
ら
い
は
出
席
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
そ
の
う
ち
三
回
を
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
の
タ
イ
ト
ル
戦
と
し
ま

し
た
。
部
創
設
以
来
の
全
部
の
対

局
の
記
録
は
、
記
録
用
紙
に
残
し

て
あ
り
ま
す
が
、
厚
さ
三
セ
ン
チ

ぐ
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
激
戦
の
記
録

で
す
。

そ
ん
な
日
頃
の
精
進
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
今
年
の
対
外
大
会
で
は
、

芳
し
い
結
果
が
出
せ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
来
年
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

一
つ
の
対
局
の
中
で
、
何
十
日

か
考
え
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
や

っ
た
ら
相
手
は
ど
う
く
る

だ
ろ
う
か
、
そ
う
し
た
ら
こ
う
し

よ
う
と
い
っ
た
具
合
に
、
弱
い
な

り
に
考
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
が

我
々
に
と

っ
て
は
ボ
ケ
防
止
に
、

子
供
た
ち
に
と

っ
て
は
学
力
向
上

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

効
果
の
ほ
ど
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
楽
し
い
こ
と
は
確
か
で
す
。

毎
日
の
よ
う
に
午
前
中
か
ら
始
め

た
例
会
が
、
夕
方
ま
で
続
い
て
い

ま
す
。

来
年
は
、
新
人
養
成
講
座

（と

い
う
の
は
お
こ
が
ま
し
い
の
で
す

が
）
を
開
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
男
女
年
齢
を
問
わ
ず
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「 ボクちゃん、
ネギ入れる?

おかわりあるよ 」

他地域の皆さんにも

振る舞います

選手の名前をニックネームで連呼するのが中之条スタイル

子供達と前日、公民館で一生懸命応援練習をしました

女性綱引き軍団「フマゾネス」ニッコ|」 笑って相手を瞬殺

ジュエアマラソン

200人 を超える参加者

見事入賞 |おめでとう

他チームとは

表情が全<違 つて

いわゆる
「 :1曽 らしい<らいに

強い中之条 」

職 (のぼり)を振つての応援国と

選手のコラボレーションは

毎年、城南運動会の名物です
悪役中之条綱引き軍国

今年も文句なしの優勝です YouTube「 城南地区運動会 」で検索して<ださい。動画がご覧いただけます

奪
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紆
繹
い
鼈
な
醸

育
成
会
会
長

　

和

国

淳

「よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
～
す
！
」

土
日
の
朝
に
元
気
な
子
供
た
ち

の
声
が
響
き
ま
す
。
今
年
度
の
育

成
会
野
球
部
は

一
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
十
七
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
県
営
球
場
で
の
練
習
試
合
、

城
下
連
合
育
成
会
少
年
野
球
大
会
、

上
田
市
学
童
野
球
大
会
と
い
っ
た

大
会
に
参
加
し
、
他
チ
ー
ム
と
の

交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

人
月
の
城
下
連
合
育
成
会
少
年

野
球
大
会
で
は
優
勝
を
、
そ
し
て
、

上
田
城
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
少

年
野
球
大
会
と
城
南
地
区
学
童
野

球
大
会
で
は
三
位
と
い
う
成
績
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
賞
状

・
カ
ッ
プ
は

日
々
の
練
習
が
目
に
見
え
る
結
果

に
つ
な
が

っ
た
も
の
で
あ
り
、
子

供
た
ち
に
も
大
き
な
自
信
に
な

っ

た
と
思
い
ま
す
。
チ
ィ
ン
ス
で
活

躍
出
来
て
見
せ
る
笑
顔
、
思
う
よ

う
に
で
き
な
か

っ
た
悔
し
泣
き
の

顔
、
試
合
で
の
真
剣
な
顔
、
お
楽

し
み
会
で
見
せ
る
リ
ラ
ツ
ク
ス
し

た
顔
、
朝
早
い
練
習
で
ち
ょ
っ
と

眠
た
そ
う
な
顔

。
。
い
ろ
い
ろ
な

顔
を
見
せ
て
く
れ
た
子
供
た
ち
。

野
球
を
通
じ
て
様
々
な
人
と
関
わ

り
、
普
段
の
生
活
か
ら
は
得
難
い

経
験
が
で
き
る
こ
と
は
、
子
供
た

ち
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

御
協
力

。
ご
指
導
頂
い
た
指
導

者

・
保
護
者

。
関
係
者
の
皆
様
に

改
め
て
感
謝
致
し
ま
す
。

鱚

朦

瘍  慮癸 又
ミ

Å ;曹 ざ

き
Ｆ

11さ■ .走1屏
事

モや ‐`
t‐

i:ミ

:T'

:■ ミ ヾ
1■:=    =  准
_1'     

｀
.、|:,

ギデ,ざ喜

ヽ
．
　

　

ヽ̈

最後の種ロ スーパーリレー

2位を半周引き離し

ぶっちざりの優勝

アンカーがゴールの瞬間メガホンが投げ上げられ

クラッカーが鳴り響きました

素晴らしいフィナーレでした

そ して、応援団部門では

審査員満場一致での総含優勝

他地域の、大人の役員さんが組織する応援国と違い

子供達主体のガチンコ応援国スタイルは

これからも、城南運動会を席巻してしヽきます

競技の部、「 運 」が要素の競技での不運が重なり、7連覇は果たせませんでしたが

この子供達の笑顔がある限り、中之条は再び頂点を目指します
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中
之
条
御
所

繭
工
振
興
ム〓
よ
り

会
長
　

和
囲

勲

景
気
の
波
は
ど
こ
へ
や
ら

ｏ
・

円
は
安
く
物
価
は
高
く
、
せ
め

て
ガ
ソ
リ
ン
灯
油
は
も

つ
と
も
つ

と
安
価
に
な
れ
ば
と
願
う
こ
の
頃

で
す
。

当
商
工
会
は
、
自
治
会
区
民
の

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
わ
り
、
微
力
な
が
ら
お
近
く

で
営
業
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
六
月
に
回
覧
で

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
す
が
、
区

内
を
更
に
明
る
く
照
ら
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
商
工
会
の
会
員
の

お
力
添
え
に
感
謝
で
す
。

唯
、
会
員
の
退
会
、
廃
業
等
に

よ
り

一
部
の
街
路
灯
は
ス
ポ
ン

サ
ー
が
無
く
止
む
を
得
ず
撤
去
の

運
び
と
な

っ
て
し
ま
い
近
隣
住
民

の
方
々
の
安
全
を
確
保
で
き
ず
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
識
に
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

今
後
も
区
民
の

「安
全

ｏ
安

心
」
を
お
届
け
で
き
る
様
、
末
永

く
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

運動会 写真提供

山田晃一さん
中澤 賢さん
鳥海禾□宏さん

謡
曲
ク
ラ
ブ

活
動
報
告

会
長
　

囲
中

忠
男

当
謡
曲
ク
ラ
ブ
は

「中
之
条
宝

生
会
」
と
称
し
、
小
牧
の
西
入
澄

人
先
生
を
講
師
に
、
男
性
三
名
で

毎
週
金
曜
日
の
午
後
七
時
三
十
分

よ
り
九
時
ま
で
練
習
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

ま
た
、
組
織
数
十
、
会
員
数
五

十
二
名
の

「上
国
宝
生
会
」
に
も

所
属
し
、
各
種
大
会
に
も
参
加
し

て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
区
内
の
活
動
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
四
月
の
各
部
発

表

。
合
同
懇
親
会
で
は
、

「鞍
馬

天
狗
」
、
十

一
月
の
各
部
活
動
報

告
会
で
は
、

「経
政
」
を
謡
い
ま

し
た
。

ま
た
、
区
外
活
動
に
つ
き
ま
し

て
は
、
二
月
の
上
国
地
域
高
等
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
た

「春
季
謡
曲

・
仕
舞
大
会
」

へ
の

参
加
、
九
月
に
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

で
行
わ
れ
た

「上
田
城
跡
能
」
で

の
お
手
伝
い
、
九
月
の
坂
城
町
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

「秋
季

謡
曲
・
・
仕
舞
大
会
」
等

へ
参
加

し
て
き
ま
し
た
ｃ

中
之
条
謡
曲
ク
ラ
ブ
は
、
戦
前

よ
り
愛
好
者
に
よ
り
営
々
と
引
き

継
が
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の

高
齢
化
、
加
入
者
が
無
い
事
等
が

悩
み
の
種
で
あ
り
、
諸
先
輩
方
に

よ
り
引
き
継
が
れ
て
き
た
日
本
古

来
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
謡
曲
を
何

と
か
次
世
代

へ
引
き
継
ぎ
た
く
若

い
人
の
加
入
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

得

点

種

目

慌
て

者
ド

タ
バ

タ

兄兄

争

6
0

歳

以
上

4
名

障

宝

物

Л兄

走

中

学

生

7

名

糸岡

弓l

き 男

子

7

名

女

子

5

名

城

南

防

災

リ
レ .、

1賢
女

子

4
名

漫
Ｎ
占
小

順

位

狸
円
占
〔

順

位

裡
円
占
い

順

位

順

位

得

点

吉田 611 4 31215

中之条 3 413

神畑 4 6 6 215

御所 4 2 215

下之条 5 4

福 田
1
I 4 4

中村 4 4 512
小牧 3 6 4

上田原 2 5 3

倉升 3 5 2

築地 4 4 5

千曲町 5 5 4

半遇 4
「

一

諏訪形 2 4 5

朝日ヶ丘 3 4 3

川辺町 5 4

三好町 3

東築地

各

地

区

２

名

紅

白

玉

入

れ

小

学

校

低

学

年

～

　

７

名

ス
ー

バ

ー

リ

レ
ー

年

齢

不

問

７

名

岳

の
職

（
た
け
の
の
ば
り

）
縄
］
占
い

得

点

順

位

順

位

漫
”
占
小

4

4 611

314

2 215

2 3 1 4 512

2 413

盆 512

4 413

2 3i4

2

2 2 2

2 2

2 2

2 3

2 4

第29回 城南地区運動会 スコアシート

中 中

間 間

得 順

点 位

得
占

1順

イ立

21 1

191 3

14 12

20 2

19

15 10

12 15

12 15

14 13

17

15

16

15 11

13 14

3 17

18

16 7

総

合

順

位

合

計

得

点

スコアを見て、思う事は

地域によっては少しづつ、

棄権する種目が増えてしヽる

現実があります。

特に若年層が絡む競技に 0・

ワイワイと賑やかで元気な

中之条は、それが出来る環境|こ

あるとしヽうことです。
一人の選手を選ぶことも大変な
地上或がほとんどであること。

毎年の公民館役員にとつて

選手集めは頭の痛いイベント

「 そろそろ止めませんか 」

その一言がE侯元まで出ている
地域も多いと聞いています。

それでも中之条はこれからも
「 強すぎて困ったもんだ っ」
と、言われ続ける地域であつて
欲しいと思っています。

競技の部 堂々の準優勝

得

点

順

位

33

30

30

29

29

29

29

26

25

25 10

25 11

24 12

23 13

23 14

21 15

19 16

17

18

1



平成27年12月 25日 (2015) 中 之 条 山 ,台 会 華最 (8)第 157号

少
年
補
導
自興
だ
よ
叩

補
導
員
　
　
酒
井

泉

昨
年
、
前
自
治
会
長
、
阿
部
二

郎
さ
ん
よ
り
、
酒
井
さ
ん
は
前
に

警
察
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
少
年

補
導
に
く
わ
し
い
の
で
引
き
受
け

て
も
ら
い
た
い
と
言
わ
れ
、
断
り

切
れ
ず
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

少
年
補
導
委
員
は
自
治
会
か
ら

一
名
、
上
国
市
教
育
委
員
会
か
ら

委
嘱
さ
れ
、
現
在
各
自
治
会
か
ら

二
〇

一
名
、
学
校
関
係
か
ら
四
〇

名
の
組
織
で
す
。
身
分
は
特
別
職

の
地
方
公
務
員
と
い
う
こ
と
ら
し

い
で
す
。

活
動
は
毎
月
行
う
定
期
補
導
、

年
二
回
の
環
境
浄
化
活
動
と
し
て

店
舗
等
を
巡
回
し
、
青
少
年
健
全

育
成
に
つ
い
て
の
協
力
の
依
頼
、

年
二
回
の

一
日
補
導

（関
係
協
力

団
役
員
さ
ん
と
巡
回
）
、
年

一
回

上
国
駅
前
パ
ト
ロ
ー
ル
、
列
車
内

補
導
、
年
三
回
研
修
会
、
県
大
会

な
ど
が
あ
り
、
千
曲
町
、
御
所
、

三
好
町
、
中
之
条
の
四
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

県
下
で
は
有
害
図
書
類
の
自
動

販
売
機
撤
去
な
ど
に
成
果
を
上
げ

て
き
た
よ
う
で
す
が
、
最
近
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
、
携
帯
電
話
の
発

展
普
及
に
よ
っ
て
子
供
の
性
被
害

が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
県
会
で
も
子
供
を
性
被
害
か

ら
守
る
た
め
の
条
例
を
検
討
中
で

あ
り
、
子
供
の
携
帯
電
話
に
つ
い

て
は
家
庭
と
の
連
絡
の
み
に
す
る

と
か
、
何
ら
か
の
規
制
が
必
要
と

私
は
思
う
。

攀鷹姦敬老祝賀会 ょり雉一瘍一m(I)

キビキビと

動しヽて<れます

9時 |こ集合してくれた役員さん達。エプロンをして
12時から始まる祝賀会の準備開始です。

お吸い物やデザートを作ります。

フラダンスクラブ「 フラ 0アロハ 」
の皆様

□昌歌含唱クラブ「 も～いい会 」

の皆様

毎年駆けつけて

_<れる

南小学校含唱部の

子供達
主に中之条の

子供たちがメイン

中 |こ は

そっと涙を拭う姿も

自治会役員コンピ

マイウエイを熱演

~守
ミ阜ミを‐:ミ 奏
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富
熙
鰊
撞
改
修
報
告

改
修
委
員
長

田
　
中
３
中
心
【男

宮
川
神
社
の
創
建
は
不
詳
で
あ

り
ま
す
が
、
小
県
郡
史
に
よ
る
と

一　
一五
九
年
に
建
物
を
再
建
し
、

一
五
〇
七
年
に
千
曲
川
の
大
洪
水

に
よ
り
現
在
の
位
置
に
遷
座
し
た

と
な

っ
て
お
り
、　
一
人
三
七
年
に

は
八
幡
宮
か
ら
、
宮
川
神
社

へ
と

改
称
し
た
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

守
護
神
と
し
て
応
神
天
皇

。
神

功
皇
后

ｅ
玉
依
比
売
命
の
三
神
が

祀
ら
れ
て
お
り
、
境
内
に
は
本

殿

ｅ
拝
殿
の
他
に
、
．
金
刀
比
羅
社
、

稲
荷
社
、
蚕
影
社
、
天
神
社
、
秋

葉
社
、
日
尻
社
、
戸
隠
社
、
三
峰

社
、
疱
療
神
社
等
合
わ
せ
て
十
五

の
社
や
祠
が
有
り
ま
す
。

当
神
社
は
親
鸞
上
人
が

一
一
三

一
年
十

一
月
よ
り

一
三

一
二
年
二

月
ま
で
の
百
日
間
逗
留
し
布
教
活

動
を
行

っ
た
り
、　
一
五
五
二
年
に

武
田
信
玄
と
村
上
義
清
が
戦

っ
た

上
国
原
合
戦
の
際
に
は
、
武
田
信

玄
が
本
陣
を
置
い
た
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
神
社
で
、
創
建
以
来
、
中

之
条
の
氏
神
様
と
し
て
、
今
日
ま

で
崇
拝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

一
五
〇
七
年
、
現
在
地
に
遷
座

以
来
、
三
百
有
余
年
経
過
し
た
為
、

建
物
の
損
傷
も
甚
大
と
な

っ
た
の

で
、　
一
七

一
一
年
に
大
規
模
な
補

修
工
事
を
実
施
し
、
そ
の
後
何
度

も
小
規
模
な
補
修
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
歳
月
の
経
過
と
共
に
損
傷

が
増
大
し
た
事
に
鑑
み
、
平
成
二

十
四
年
の
総
会
の
席
上
、
本
殿
、

拝
殿
、
渡
り
廊
下
の
修
理
、
屋
根

瓦
の
葺
き
替
え
が
決
議
さ
れ
、

ま
た
、
資
金
に
つ
き
ま
し
て
は
臨

時
徴
収
で
対
処
す
る
の
か
、
今
後

一
年
間
か
け
て
検
討
し
、
来
年
度

の
爽
快
に
諮
る
こ
と
が
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

二
十
五
年
度
の
総
会
に
於
い
て

は
、
改
修
費
用
が
四
百
万
円
程
度

必
要
と
な
る
為
に
、
氏
子
だ
け
で

は
対
処
が
厳
し
い
の
で
、
自
治
会

の
皆
様
方
に
協
力
を
お
願
い
し
て

頂
く
と
の
提
案
が
な
さ
れ
、
費
用

等
決
定
次
第
改
め
て
お
知
ら
せ
す

る
と
い
う
事
で
総
会
は
終
了
し
ま

し
た
。

平
成
二
十
六
年
の
総
会
で
は
、

神
社
全
体
の
建
造
物
の
傷
み
が
激

し
く
、
大
改
修
が
必
要
で
有
る
事
、

及
び
祭
典
費
の
増
額
を
お
願
い
し

た
い
と
の
提
案
が
な
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
当
面
宮
係

で
修
理
出
来
る
事
は
宮
係
で
実
施

す
る
事
、
及
び
本
格
的
改
修
並
び

に
境
内
に
有
る
樹
木
で
、
落
下
の

恐
れ
の
有
る
枯
損
危
険
枝
の
処
理

に
つ
い
て
関
係
者
と
話
を
煮
詰
め

て
い
く
と
の
決
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
平
成
二
十
六
年

六
月
二
十
七
日
西
澤
信
義
総
代
程

集
の
歴
代
総
代
を
対
象
に
し
た

「宮
川
神
社
改
修
に
関
し
て
の
御

意
見
拝
聴
の
会
」
に
於
掛
て
、
改

修
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
席

上一
、
改
修
委
員
は
歴
代
総
代
十
二

名
と
、
二
十
六

。
二
十
七
年
度
宮

係
八
名
に
、
小
坂
井
二
郎
市
会
議

員
、
田
中
友
昭
氏
を
加
え
た
合
計

二
十
二
名
で
構
成
す
る
事
。

二
、
役
員
は
改
修
委
員
長
に
二
十

四
年
度
総
代
の
圏
中
忠
男
、
副
委

員
長
に
二
十
六
年
度
総
代
の
西
澤

信
義
氏

儘
二
十
七
年
度
総
代
の
吉

原
修

一
氏
、
会
計
に
日
申
友
昭
氏
、

相
談
役
に
二
十
七
年
度
副
総
代
の

阿
部
二
郎
氏
の
合
計
五
名
で
構
成

三
、
任
期
は
本
国
よ
り
回
収
が
終

了
す
る
ま
で
と
し

四
、
委
員
手
当
は
無
償
と
し

五
、
次
回
委
員
会
ま
で
に
改
修
計

画

（案
）
を
作
成
す
る
事
等
を
決

定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
第

一
回
改
修
委
員

会
を
十
月
九
日
に
開
催
し
、
経
過

報
告
事
項
と
し
て
、
今
井
宮
司
ヘ

神
社
を
改
修
す
る
事
を
伝
え
た
事
、

改
修
資
金
を
借
入
れ
た
場
合
の
資

金
繰
り
に
つ
い
て
農
協
と
打
ち
合

わ
せ
を
し
た
事
、
枯
損
危
険
枝
処

理
に
対
す
る
　
森
林
組
合

。
関
花

水
樹

へ
の
現
地
案
内

ｅ
見
積
も
り

提
出
依
頼
等
を
実
施
し
た
事
等
の

報
告
を
し
、
そ
の
後
、
建
物
改
修

予
定
箇
所

（案
）
、
結
損
危
険
枝

処
理

（案
）
、
寄
付
に
よ
る
方
法

と
寄
付
以
外
の
方
法
の
資
金
計
画

（案
）
等
を
検
討
し
ま
し
た
。

第
二
回
改
修
委
員
会
を
二
十
七

年

一
月
二
十
六
日
に
開
催
し
、
経

過
報
告
事
項
と
し
て
、
枯
損
危
険

枝
除
去
に
つ
い
て
市
か
ら
の
助
成

金
の
支
出
を
陳
情
し
た
事
、
こ
れ

に
基
づ
き
市
役
所
と
現
地
調
査
の

実
施
及
び
会
議
を
持

っ
た
事
、
再

度
、
森
林
組
合
を
交
え
て
の
市
役

所
と
の
現
地
調
査
の
実
施
、
鶴
花

水
樹

へ
の
現
地
案
内
、
及
び
森
林

組
合
及
び
開
花
水
樹

へ
の
見
積
も

り
提
出
依
頼
を
し
た
事
、
ま
た
、

国
中
友
昭
会
計
の
病
気
辞
任
に
伴

う
丸
山
正
幸
氏

へ
の
就
任
依
頼
を

し
た
事
、
市
役
所
と
の
助
成
金
交

付
に
関
す
る
打
合
せ
会
議
を
実
施

し
た
事
、
改
修
工
事
見
積
書
を
阿

部
相
談
役
に
作
成
し
て
頂
い
た
事

等
を
報
告
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年

一
月
二
十

一
日

に
氏
子
全
員
総
会
を
開
催
し
、

一
、
改
修
委
員
会
設
置
の
経
緯

二
、
総
会
ま
で
の
経
過
報
告
の
後

〓
、
改
修
計
画

（案
）
の
提
案

。

承
認

四
、
資
金
計
画

（案
）
の
提
案

ｏ

検
討

ｅ
承
認

（寄
付
に
よ
ら
ず
に

特
別
会
計
積
立
金
を
活
用
し
て
の

改
修
工
事
の
実
施
）
等
を
決
定
し

ま
し
た
。

な
お
、
追
加
工
事
を
合
ん
だ
改

修
計
画
等
の
表
示
版

「平
成
二
十

七
年
度
宮
川
神
社
改
修
工
事
概

要
」
は
後
掲
の
通
り
で
あ
り
ま
す

が
筆
耕
は
和
田
貢
様
に
し
て
頂
き
、

拝
殿
東
側
の
壁
に
掲
示
し
て
お
き

ま
し
た
。

改
修
計
画
等
に
つ
き
ま
し
て
総

会
の
承
認
を
受
け
た
の
で
、
二
月

二
十
五
日
の
八
時
に
今
井
宮
司
ヘ

神
社
建
造
物
改
修
計
画
、
境
内
枯

損
危
険
枝
除
去
工
事

・
排
水
溝
設

置
工
事
等
の
説
明
を
し
た
後
、
十

時
に
美
し
信
州
建
設
帥
、
上
田
建

装
社
簡
、
日
中
敏
夫
氏
の
三
企
業

を
対
象
に
し
た
現
地
説
明
会
を
開

催
し
、
そ
の
後
、
二
月
十

一
日
に

見
積
書
の
提
出
が
あ
り
、
十
二
日

に
工
事
請
負
業
者
選
定
会
議
開
き
、

美
し
信
州
建
設
閉
を
工
事
請
負
業

者
と
し
て
決
定
し
、
そ
れ
を
基
に

二
十
六
日
に
三
百
八
十
万
円
で
請

負
契
約
を
締
結
し
、
四
月
十
六
日

に
工
事
着
手
、
六
月
六
日
に
富
係

と
追
加
工
事
箇
所
の
選
定

・
追
加

工
事
の
発
注
を
し
、
六
月
十
二
日

に
工
事
完
了
報
告
が
あ

っ
た
の
で

六
月
十
三
日
完
成
検
査
を
実
施
、

そ
の
際
、
追
加
工
事
未
了
箇
所
が

有

っ
た
が
、
六
月
二
十
二
日
に
工

事
終
了
報
告
が
有

つ
た
の
で
、
六

月
三
十
日
に
検
査
を
実
施
し
、
終

了
が
確
認
出
来
た
の
で
引
渡
し
を

受
け
ま
し
た
。

枯
損
危
険
枝
除
去
工
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
一月
二
十
七
日
よ
り

二
月
二
日
ま
で
信
州
上
小
森
林
組

合
が
三
十
万
六
千
七
百
二
十
円
で

実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
、
宮

川
神
社
負
担
分
は
十
五
万
六
千
七

百
二
十
円
で
、
残
額
の
十
五
万
円

は
境
内
が
児
童
遊
園
地
と
な

っ
て

い
る
関
係
上
、
自
治
会
に
負
担
し

て
頂
き
ま
し
た
。

な
お
、
枝
の
処
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
薪
材
と
し
て
利
用
出
来
る
物

は
現
地

へ
集
積
し
、
氏
子
で
欲
し

い
人
に
無
償
で
差
し
上
げ
ま
し
た
。

排
水
溝
設
置
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、
四
月
十
四
日
に
中
沢
建
設

様
に
出
血
サ
ー
ビ
ス
し
て
頂
き
、

六
万
円
で
実
施
し
て
頂
き
ま
し
た
。

十
月
十

一
日
に
は
、

「秋
の
例

大
祭
」
と
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
ー
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
竣

工
祝
賀
会
を
二
十
二
名
参
加
の
も

，

と
、
二
千
国
会
費
で
開
催
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、
来
賓
と
し
て
、
美

し
信
州
建
設
帥
社
長
中
嶋
大
介
氏

他
三
名
、
西
沢
孝
夫
自
治
会
長
、

和
国
勲
中
之
条
御
所
商
工
振
興
会

長
の
諸
氏
に
ご
出
席
を
頂
き
ま
し

た
。
工
事
監
理
を
し
て
頂
き
ま
し

た
阿
部
二
郎
様
に
は
、
こ
の
際
と

い
う
事
で
追
加
工
事
を
何
箇
所
か

実
施
し
た
結
果
、
監
理
料
を
お
支

払
い
す
る
資
金
が
無
く
な

っ
て
し

ま
い
、
無
償
で
監
理
を
し
て
頂
き
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ま
し
た
事
、
及
び
美
し
信
州
帥
様

に
は

「お
宮
の
事
な
の
で
」
と
い

う
事
で
過
分
な
サ
ー
ビ
ス
を
し
て

頂
き
ま
し
た
事
を
合
わ
せ
て
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
宮
川
神
社

改
修
工
事
概
要

施
工
期
間

白
　
平
成
一
十
七
年
四
月
十
六
日

至
　
平
成
＾
十
七
年
六
月
二
十
二
日

神
社
工
事
内
容
概
要

本
殿
　
　
　
　
　
束
補
修

囲
い
格
子
塗
装

式
台
補
修

拝
殿
北
の
間
　
　
壁
補
修
塗
り
直
し

畳
取
替

拝
殿
南
の
間
　
　
南
面
左
右
鉄
板
壁
を

漆
喰
壁
に
変
更

畳
取
替

北
面
右
壁
漆
喰
塗
替

体
憩
所
　
　
　
　
南
面
床
張
替

畳
取
替

金
刀
比
羅
社
　
　
社
は
屋
根

・
柱
以
外

は
造
り
替

社
土
台

コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
変
更

門
上
台
取
替

囲
い
格
子
補
修

天
神
社
　
　
　
　
供
物
台
補
修

土
台
補
修

蚕
影
社
　
　
　
　
供
物
台
補
修

土
台
補
修

倉
庫
　
　
　
　
　
腰
板
張
替

東

・
北
面
漆
喰
壁
補
修

稲
荷
社
南
側
鳥
居
　
取
替
新
築

そ
の
他
の
工
事

拝
殿
東
側
水
溜
個
所
排
水
工
事

危
険
枝
除
去
工
事

民謡クラプの皆様

いつまでもお元気で !

一緒 |こ 歌しヽま しょう

ジュースでしヽしヽですか?

カラオケクラブの皆様
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民
謡
ク
一フ
プ

会
長
　

足
立

敏
男

「久
し
ぶ
り
に
民
謡
の
Ｃ
Ｄ
を

聞
い
た
と
き
感
動
が
よ
み
が
え
っ

て
き
た
」

「外
国
人
が
民
謡
の
仲
間
に
入
っ

て
く
れ
て
う
れ
し
い
」

こ
れ
は
最
近
、
信
毎
に
掲
載
さ

れ
た
記
事
の

一
部
で
す
。
ど
ん
な

に
時
代
が
変
わ

っ
て
も
や
は
り
人

の
心
を
打
つ
歌
が
あ
る
も
の
で
す
。

そ
の

一
つ
が
民
謡
で
す
。
と
言
う

よ
う
に
時
々
は
新
聞
の
紙
面
に
あ

ら
わ
れ
る
民
謡
で
す
が
、
な
か
な

か
今
の
多
様
な
時
代
の
中
で
は
、

古
き
良
き
時
代
の
産
物
で
あ

っ
た

と
、
言
う
位
の
事
で
終

っ
て
い
る

だ
け
で
は
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
新
聞
社
で
取
り
上
げ
て

掲
載
し
て
く
れ
る
こ
と
は
、
民
謡

は
日
本
人
の
心
の
中
に
は
忘
れ
ず

に
常
に
あ
る
証
拠
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
八
月
に
市
の
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
第
二
十
七
国
民
謡
祭
り

が
あ
り
、
仲
間
と
観
に
行
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
元
気
で
日
頃
の
練
習

の
成
果
が
十
三
分
に
出
た
良
い
歌

声
を
聴
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、

聞
く
客
席
の
人
数
が
、
ま
た
ま
た

今
年
も
少
な
く
さ
み
し
い
な
～
と

思
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て
思
う

も
の
。「

民
謡
は
近
く
に
あ
り
て
唄
う

も
の
」
と
思
い
続
け
て
行
き
ま
す
。

ショバン「 幻想即興曲 」

今年も

無事に万歳で

お開きです。

お天気にも

恵まれました。

ご参加ありがとう

ございました。

空手演舞

ご参加は

役員、演者含め

150名

数年前から

イス席と

なりました

千曲川坂城陣太鼓

御列席の皆様も

飛び入り参加

孝

‘
■
〓
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健
康
推
進
委
員
△〓

活
動
報
生
銀

三
塚

紀
子

二
年
間
健
康
推
進
委
員
と
し
て

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

お
宅

へ
訪
問
し
様
子
を
う
か
が

っ

た
り
、
ふ
れ
あ
い
交
流
広
場
で
は

お
年
寄
り
の
方
と
小
さ
な
お
子
さ

ん
を
お
招
き
し
、
童
謡
や
手
遊
び

を
し
た
り
、
簡
単
な
体
操
を
し
て

身
体
を
動
か
し
た
り
し
ま
し
た
。

秋
に
は
ふ
れ
あ
い
交
流
広
場
と

合
同
で
健
康
教
室
を
開
催
し
、
音

楽
療
法
士
の
方
を
お
招
き
し
、
皆

さ
ん
の
よ
く
知

っ
て
い
る
歌
を
う

た

っ
た
り
、
珍
し
い
楽
器
を
鳴
ら

し
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
会
を
聞
き
に
行
く

機
会
も
あ
り
、

「が
ん
診
療
と
が

ん
予
防

・
検
診
」
と
い
う
演
題
で

は
、
二
人
に

一
人
は
何
ら
か
の
が

ん
に
か
か
る
と
い
う
現
状
と
日
頃

か
ら
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
重
要

さ
を
学
び
、

「キ
レ
イ
で
い
る
た

め
の
歯
の
健
康
」
と
い
う
演
題
で

は
、
女
性
の
講
師
の
立
場
か
ら
、

輝
き
続
け
て
生
き
る
に
は
生
涯
歯

を
大
切
に
す
る
こ
と
を
改
め
て
知

り
ま
し
た
。

地
域
の
行
事
で
あ
る
上
国
わ

っ

し
ょ
い
や
、
し
い
の
み
園
の
文
化

祭
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
た

く
さ
ん
の
方
々
と
交
流
の
機
会
を

も
つ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し

い
二
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

こ
の
経
験
を
今
後
に
役
立
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

忙ρ簸亀聰鉤轟 干曲陶 幸庭轟 含量畿 &巾 響ヅー雪警一響〔贔鰤〕

毎年大活躍
側溝用のコンク lリ ー ト

焼き鳥には最適です。

常に総力戦
素晴らしい

仲間たちです。

障害者支援施設「 しいのみ園 」と

お隣干曲町との 3つの組織で行われる含同祭
まさ |こ 快 8青 !お祭り日よりでした。

プロ顔負け、副館長の熱唱

ピ
轟ｆ

・・́

入 口 |こ は

ケバブのお店も

バーす―で炭に点火準備

開始です。

短時間で1.500本
みんな必死です

塩加減も

結構難しいのです。

Ｉ
ｔ

　
ｉ
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権
と
緑
颯
会

会
長
　
　
西
沢

和
也

七
月
十
二
日
、
上
国
の
気
温
三

十
三
度
の
真
夏
日
に
、
あ
ま
り
冷

房
の
き
か
な
い
中
型
バ
ス
を
貸
切

り
、
二
十

一
名
で
白
馬
五
竜
植
物

園
、
姫
川
源
流
、
大
町
山
岳
博
物

館

へ
研
修
を
兼
ね
て
楽
し
い
旅
行

を
実
施
し
ま
し
た
。
高
山
植
物
で

あ
る
コ
マ
ク
サ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
プ

リ
ム
ラ
、
青
い
ケ
シ
、
イ
ン
カ
ル

ビ
レ
ア
等
外
国
の
珍
し
い
花
を
見

て
、
花
の
美
し
さ
と
神
秘
性
に
強

く
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
私
の

ュ
リ
の
中
で

一
番
好
き
な
サ
サ
ユ

リ
も
咲
い
て
い
ま
し
た
。
淡
い
色
、

そ
の
倖
ま
い
は
ま
さ
に
日
本
な
ら

で
は
の
ユ
リ
の
花
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
と
に
か
く
気
品
が
あ
り

ま
す
。
私
の
庭
で
も
毎
年
咲
い
て

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

四
月
は
サ
ボ
テ
ン
の
プ
ロ
で
あ

る
中
澤
史
典
さ
ん
に
講
師
を
お
願

ひ
し
て
サ
ポ
テ
ン
の
植
替
え
育
て

方
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
講
義

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
月

は
紅
葉
の
美
し
い
季
節
で
す
。
そ

の
美
し
さ
を
小
さ
な
鉢
の
中
で
楽

し
む
と
い
う
題
名
で
、
イ
ト
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
、
南
京
ハ
ゼ
、
野
菊
、　
ハ

ゼ
の
本
を
使

っ
て
植
栽
し
ま
し
た
。

鉢
の
中
心
は
川
の
流
れ
を
表
現
し

て
左
右
に
高
低
を
作
り
変
化
を
つ

け
て
作
成
し
ま
し
た
。
十
五
名
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

個
性
の
あ
る
季
節
の
移
ろ
い
を
味

わ
う
セ
ツ
ト
物
が
完
成
し
た
と
思

い
ま
す
。
十
二
月
は
毎
年
実
施
し

て
い
る
お
正
月
セ
ッ
ト
の
講
習
会

と
忘
年
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

隧

毎年、お祭りのオープニングセレモニーは

干曲川坂城陣太鼓の演奏で始まります。

中之条の行事|こ、
ビIJり としたスバイスを

与えて<れています。

若しヽ女性メンバーが

華やかさを演出します。

しヽつもなら、男性役員の仕事の焼き鳥

今回は女性陣も参加してくれたお陰で雰囲気が一変

忙しい中|こ も和気あしヽあしヽな空気がすイスでしたc

・ i=I●・

.■■■1
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民
生
児
童
委
員
だ
よ
り

委
員
　
　
吉
原

貞
栄

昔
な
が
ら
の
子
沢
山
、
三
世
帯

同
居
が
少
な
く
な
り
、
高
齢
者
の

一
人
暮
ら
し
、
認
知
症
、
両
親
の

介
護
問
題
な
ど

一
家
庭
で
支
え
合

う
の
が
中
々
難
し
く
、
福
祉
を
必

要
と
し
て
い
る
方
々
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
為
の
訪
間
、

相
談
、
情
報
提
供
な
ど
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

又
、
学
校
行
事

へ
の
参
加
な
ど

も
し
て
い
ま
す
。
，元
気
に
動
き
ま

わ
る
運
動
会
、
心
に
響
き
わ
た
る

音
楽
会
。
私
た
ち
も
楽
し
ま
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
活
動
を
す
る

な
か
で
、
知
ら
な
い
事
も
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
に
助
け
て
頂
き
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
時
代
と

共
に
環
境
が
変
わ
り
世
の
中
の
仕

組
み
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

親
子
、
家
庭
、
隣
人
同
士
の
ふ
れ

合
い
や
連
帯
感
な
ど
も
薄
れ
て
き

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
昔
か
ら

「向
こ
う
二
軒
両
隣
り
」
と
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、　
一
言
声
を
か

け
て
頂
き
、
国

っ
た
時
は
助
け
合

い
、
相
手
を
思
い
合
い
、
見
守

っ

て
頂
け
た
ら
孤
立
感
も
寂
し
さ
も

和
ら
ぐ
と
思
い
ま
す
。
今
の
時
代

自
分
の
事
で
精

一
杯
で
す
が
、
少

し

「ず
く
」
を
出
し
て
、
周
り
に

目
を
向
け
て
子
供
達
、
高
齢
者
、

お
互
い
を
あ
た
た
か
な
心
で
接
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
地
域
に
し
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

轟都議轟織無畿 鯉彩響懸―響響―艦轟(圭 )

公民館活動を一年間、一緒に頑張ってきた各部の皆さんの成果発表会です

城南公民館の

池田館長

申之条の良き理解者

頑張る中之条

公民館を
しヽつも応援して

<れてい歌す。

「 囲碁クラフ 」

桑原会長

「 ソフ トボール

クラブ 」
立岩会長

西沢自治会長

大役もいよいよ大詰め

お疲れ様でした。

「 謡曲クラブ 」 「 花と緑の会 」
「 カラオケクラブ 」 西沢会長

田中会長

「 中之条バック
アップクラブ 」

塚国会長

「 も～いぃ会 」
小沢会長

「 民謡クラブ 」
足立会長

謡曲クラブからのスタートです

趣味を持つつて

素晴らししヽことですね

「 フラ アロハ 」
田中会長

小林館長の乾杯で懇親会へ突入です

「 南小学校

中之条支部 」

高橋支部長

フラ フロハ

これからも素敵な笑顔で

瑾
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
タ
一フ
ブ

会
長
　
　
立
山石

和
夫

平
成
二
十
七
年
度
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
活
動
も
無
事
に
終

了
致
し
ま
し
た
。

二
月
よ
り
南
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
毎
週
日
曜
日
に
練
習
、
練
習
試

合
な
ど
を
し
て
体
を
慣
ら
し
た
り

体
力
作
り
を
し
ま
し
た
。

上
田
市
の
大
会
は
四
月
に
ク
ラ

ス
別
大
会
、
七
月
に

一
般
男
子
大

会
、
八
月
に
城
南
地
区
壮
年
大
会
、

十
月
に
市
民
総
合
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

五
月
よ
り
城
下
リ
ー
ダ
戦
が
始

ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
若
い
新
入

部
員
が
五
名
入
部
し
ま
し
た
。

リ
ー
グ
戦
の
ナ
イ
タ
ー
で
は
新
入

部
員
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
慣
れ
て

く
る
と
活
躍
が
目
立
つ
よ
う
に
成

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
リ
ー
グ

戦
で
は
久
し
ぶ
り
の
優
勝
と
成
り

ま
し
た
。

ナ
イ
タ
ー
で
は
部
員
の
仕
事
や

家
庭
の
用
事
な
ど
有
り
、
人
数
大

文
夫
？
と
言
う
時
も
有
り
ま
し
た

が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し

て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
く
、

時
に
は
キ
ビ
シ
ク
活
動
出
来
る
こ

と
に
、
部
員
の
家
族
、
公
民
館
、

自
治
会
の
皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
、
体
力
作
り
な

ど
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
み
た

い
人
が
い
ま
し
た
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
員
に
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ア
】７
ダ
ン
ス
を
楽
し
栓
ム
緊

フ
”フ
・ア
轟
ハ

会
長
　

圏
中
す
き
江

昨
年
よ
り
公
民
館
活
動

へ
参
加

さ
せ
て
頂
き
二
年
目
に
な
り
ま
す
。

会
員
数
も
昨
年
よ
り

一
名
増
え

て
十
名
と
な
り
ま
し
た
。

練
習
日
は
毎
月
第
二
・
第
四
月

曜
日
の
午
後

一
時
か
ら
二
時
半
ま

で
で
す
。

第
二
月
曜
日
は
宮
洞
先
生
に
ご

指
導
を
お
願
い
し
、
第
四
月
曜
目

は
自
主
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
静
か
な
踊
り
で

す
が
、
体
全
体
を
使
う
の
で
、
足

腰
も
鍛
え
ら
れ
、
私
達
高
齢
者
に

と

っ
て
最
適
な
運
動
だ
と
思
い
ま

す
。
振
り
付
け
を
覚
え
る
の
は

ち
ょ
っ
と
大
変
で
す
が
、
脳
ト
レ

に
は
最
高
だ
と
思
い
ま
す
。

又
、
素
敵
な
衣
装
を
着
て
踊
る

時
は
若
返
っ
た
気
分
に
な
り
ま
す
。

練
習
の
合
間
に
は
楽
し
い

テ
イ
ー
タ
イ
ム
が
有
り
、
お
喋
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

暑
気
払
い
や
新
年
会
で
は
、
踊

り
の
後
、
尽
き
る
こ
と
の
無
掛
お

喋
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

十
二
月
に
は
佐
久
の
ホ
テ
ル
で
、

講
師
の
宮
洞
先
生
の
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が

あ
る
の
で
、
五
名
で
参
加
し
交
流

を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
楽
し
い
フ
ラ

゛
ア
ロ
ハ

の
会
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
加
入

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日本の唄 原点は民謡ですね

■■讐

ソフトボーんクラブの面層
現役バリバリです

カラオケクラプの

皆さん お元気です

彼らにとつて

温かい

中之条の雰囲気での

演奏は

楽 しみのひとつ |こ

なっています
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人
生
、
ど
う
生
き
ま
す
か
つ
日

公
民
館
長

①
　
十
二
月
二
日
城
南
公
民
館
の

人
権
講
座
に
出
席
し
て
来
ま
し
た
。

ま
ず
、
講
師
で
あ
る
舞
台
女
優
有

馬
理
恵
さ
ん
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
演
技
を
し

な
が
ら
の
お
話
。
指
先
ま
で
神
経

の
行
き
渡

っ
た
姿
、
声
色
が
何
色

有
る
の
だ
ろ
う
、
と
思
う
ほ
ど
の

発
声
力
。

「釈
迦
内
柩
歌
」

（シ
ャ
カ
ナ
イ

村
の
ヒ
ツ
ギ
ウ
タ
）
水
上
勉
作
。

を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
由
．

女
優
さ
ん
が
、
舞
台
を
通
じ
て

世
の
中
を
変
え
よ
う
と
本
気
で
活

動
し
て
い
る
！
驚
き
ま
し
た
。

伝
え
た
い
こ
と
は
、
戦
争
の
残

虐
さ

（虐
殺

ｏ
略
奪
、
強
制
労
働

強
姦
等
）
生

へ
の
渇
望
、
そ
し
て

命
の
平
等
と
尊
厳
―

同
じ
日
、
次
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
り
ま
し
た
。

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ツ
ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
長

女
誕
生
。
妻
と
共
に
五
兆
円
超
寄

付

へ
」

マ
ー
ク

・
ザ
ツ
カ
ー
バ
ー
グ

（Ｃ

Ｅ
Ｏ
、
一二
一
歳
）
は
、
長
女
を
マ

ツ
ク
ス
と
命
名
し
、
彼
女
に
宛
て

た
手
紙
を
公
開
し
た
。

「お
母
さ

ん
と
私
は
、
あ
な
た
が
く
れ
た
希

望
を
言
い
表
す
言
葉
が
ま
だ
見
つ

か
ら
な
い
…
す
べ
て
の
親
と
同
じ

よ
う
に
、
今
日
よ
り
、
よ
り
良
い

世
界
で
あ
な
た
に
育

っ
て
ほ
し
い

と
思
う
…
わ
れ
わ
れ
の
世
代
は
貧

困
と
飢
え
を
な
く
せ
る
だ
ろ
う
か

世
界
の
人
々
の
間
で
、
平
和
で

理
解
あ
る
関
係
を
育
め
る
だ
ろ
う

喘
γ

‥

我
々
世
代
が
正
し
い
投
資
を

行
え
ば
、
う
ま
く
い
け
ば
あ
な
た

の

一
生
の
う
ち
に
、
答
え
は
イ

エ

ス
に
な
る
。

申
東
で
は
、
い
わ
ゆ
る
イ

ス
ラ

ム
国
を
め
ぐ

つ
て
西
側
諸
国
が
空

爆
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
戦
い
の

一
つ
の
見
方
が
、
キ

リ
ス
ト
教
国
と
イ
ス
ラ
ム
教
国
と

の
戦
い
で
す
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば

二
千
年
間
、
い
が
み
合

っ
て
い
る

ん
で
す
ね
ｃ
資
力
の
有
る
西
側
は

空
爆
と
い
う
手
段
で
、
無
い
イ
ス

ラ
ム
国
は
非
対
称
戦
争
で
あ
る
テ

ロ
と
い
う
手
段
で
、
未
だ
に

②

「集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
」

と
い
う
憲
法
解
釈
の
変
更
を
す
る

閣
議
決
定
を
受
け
て
、
世
の
中
は

騒
々
し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
私
は
次
の
本

を
読
ん
で
み
ま
し
た
。

「憲
法
改
正
の
覚
悟
は
あ
る
か
」

著
者
　
小
林
節

来
年
の
参
議
院
選
挙
如
何
に
よ
り

自
民
党
は
憲
法
九
条
の
改
正
を
提

案
し
て
く
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
の
是
非
は
と
も
か
く
、

著
者
の
言
い
た
い
こ
と
は
、
国
民

個
人
個
人
が
そ
の
是
非
を
判
断
す

る
ん
だ
、
憲
法
改
正
を
決
定
す
る

権
利
は
国
民
に
あ
り
、
政
府
や
党

に
あ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。

憲
法
と
い
う
の
は
、
国
の
基
本
法

で
あ
り
ま
す
。

国
民
の
行
動
を
規
制
の
対
象
と
す

る
民
法
や
刑
法
と
は
異
な
り
、
政

府
の
行
動
を
規
制
の
対
象
と
す
る

法
で
、
そ
の
点
に
特
異
性
が
あ
り

ま
す
。

そ
し
て
、
規
制
す
る
主
人
は
国

民
だ
、
と
い
う
法
で
す
。

民
主
主
義

っ
て
い
い
な
あ
、
と

思
い
ま
せ
ん
か
。
私
達
が
政
府
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
私
達
の
幸
せ

は
、
私
達
が
決
め
る
こ
と
が
で
き

る
ん
で
す
。
国
民
誰
も
が
平
等
に

一
票
の
投
票
権
を
持

っ
て
い
ま
す
。

こ
の

一
票
の
価
値
に
差
別
は
無
い

ん
で
す
。
先
人
の
血
の
滲
む
努
力

の
お
か
げ
で
す
ね
。

③
　
世
の
中
は
、
不
完
全
な
人
を

受
け
入
れ
る
寛
容
さ
が
あ

っ
て
欲

し
い
。

ノ
ー
バ
デ
イ
ズ

・
パ
ー
フ

・ェ
ク
ト

完
壁
な
人
な
ん
て
誰
も
い
な
い
ん

で
す
。

こ
の

一
年
、
思
い
も
か
け
ず
ツ

マ
ヅ
イ
タ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

反
省
す
る
と
と
も
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
た
方
に
謝
罪
申
し
上
げ
ま

す
。七

転
び
八
起
き
、
と
申
し
ま
す

が
、
皆
さ
ん
、
蹟
い
た
時
、
ど
の

様
に
し
て
立
ち
直
り
ま
す
か
？

反
省
し
、
前
向
き
に
生
活
し
て
い

れ
ば
、
良
い
こ
と
も
有
る
の
で
し

ょ
う
か
？

社
会
は
、
と
も
す
る
と
人
に
ラ
ベ

ル
を
貼
り
が
ち
で
す
。
ラ
ベ
ル
を

貼
ら
れ
た
人
は
再
起
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

冒
頭
の
有
馬
理
恵
さ
ん
の
役
柄
は
、

終
戦
当
時
の
死
人
の
火
葬
を
生
業

と
す
る

一
家
の
三
女
の
話
で
す
。

差
別
さ
れ
て
い
る

一
家
で
す
が
、

強
制
労
働
か
ら
脱
走
し
て
き
た
朝

鮮
人
と
温
か
な
交
流
を
も
ち
ま
す
。

そ
の
朝
鮮
人
も
捕
ま
り
虐
殺
さ
れ

ま
す
。
差
別
と
人
の
や
さ
し
さ
と

戦
争
に
よ
る
残
虐
さ
を
演
じ
ま
す
。

有
馬
さ
ん
は
問
い
か
け
ま
す
。

「
み
な
さ
ん
、
人
生
、
ど
う
生
き

ま
す
か
？
」

そ
し
て
最
後
に

「
死
ね
ば
、
皆

一
緒
だ
。
」

④
　
こ
の

一
年
、
多
く
の
人
に
巡

り
あ
い
ま
し
た
。
各
々
の
使
命
感

（ミ
ツ
シ
ョ
ン
）
を
持

っ
て
生
活

し
、
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

自
治
会
活
動
も
公
民
館
活
動
も
、

民
主
主
義
の
実
現
の

一
番
身
近
な

場
で
あ
る
ん
で
す
ね
。

皆
が
平
等
に

一
票
を
持
ち
投
票
す

る
。
そ
の
投
票
の
価
値
も
皆
、
平

等
な
ん
で
す
。

参
加
し
ま
し
よ
う
Ｌ
・

私
は
、
歴
代
館
長
の
中
で

一
番

楽
を
し
た
館
長
だ
と
思
い
ま
す
。

行
事
等
の
準
備
作
業
に
つ
い
て
は
、

副
館
長
中
澤
史
典
さ
ん
及
び
主
事

中
澤
和
彦
さ
ん
の
経
験
豊
富
な
お

二
人
に
よ
り
完
壁
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
計
藤
井
健

一
さ
ん
、
青
少

年
育
成
指
導
員
金
子
厚
志
さ
ん
も

仕
事
や
子
育
て
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
積
極
的
に
準
備
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
私
は
、
準
備
さ
れ
た
資
料

に
基
づ
い
て
乾
杯
の
音
頭
を
と
る

だ
け
で
済
み
ま
し
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
実
施

・
参
加
行
事

☆
体
育
関
係

マ
レ
ツ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

（五
月
）

区
民
球
技
大
会

（六
月
）

城
南
地
区
運
動
会

（十
月
）

☆
文
化
活
動

各
部
発
表

。
合
同
懇
親
会
四
月
）

上
国
わ

っ
し
ょ
い

（七
月
）

し
い
の
み
園
七
夕
祭
り

（七
月
）

ふ
る
さ
と
夏
祭
り

（八
月
）

敬
老
祝
賀
会

（九
月
）

し
い
の
み
園
文
化
祭

（十

一
月
）

城
南
地
区
文
化
祭

（十

一
月
）

各
部
活
動
報
告
会

（十

一
月
）

☆
社
会
教
育
活
動

人
権
教
養
講
座

（六
月
）

青
少
年
健
全
育
成
懇
談
会
六
月
）

人
権
同
和
教
育
懇
談
会

（十
月
）

西
沢
孝
夫
自
治
会
長
は
じ
め
自

治
会
役
員

の
皆
さ
ん
と
も
理
解
し

合

っ
て
業
務
を
遂
行
し
て
来
た

一

年
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各
プ

ロ
ツ
ク
の
役
員
の
皆
様
も

お
疲
れ
様
で
し
た
。

各
部
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
楽
し
か

っ
た

で
す
ね
。
皆
さ
ん
が
主
役
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
、
生
き
甲
斐

を
追
求
し
ま
し
よ
う
。

後
に
続
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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力
】フ
歳
ケ
ク
螂フ
ぃフ

活
動
報
≧
圏

会
長
　

圏
中

忠
男

当
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
は
、
四
月

よ
り
、
諏
訪
形
在
住
の
小
林
亮

一

先
生
を
講
師
に
毎
月
第

一
・
第
二

月
曜
日
の
午
後

一
時
三
十
分
よ
り

三
時
ま
で
男
性
二
名
、
女
性
二
名

の
合
計
四
名
で
練
習
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。

会
員
は
四
名
と
少
人
数
で
す
が
、

纏
ま
り
も
良
く
和
気
あ
い
あ
い
と

練
習
し
て
お
り
ま
す
ｃ

又
、
先
生
が
主
唱
す
る
会
員
数

六
十
三
名
の

「
こ
ば
や
し
歌
謡
グ

ル
ー
プ
」
に
も
加
入
し
、
各
種
行

事
に
も
全
員
参
加
を
モ
ツ
ト
ー
に

参
加
し
、
他
会
員
と
の
交
流
を
図

る
中
で
、
よ
り

一
層
の
歌
唱
力

ア
ツ
プ
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
区
内
の
具
体
的
活
動

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
部
発

表
会
及
び
合
同
懇
親
会
、
ふ
る
さ

と
夏
祭
り
、
敬
老
会
、
各
部
活
動

報
告
会
等

へ
参
加
し
ま
し
た
。

区
外
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

長
和
町

「や
す
ら
ぎ
の
湯
」
で
の

カ
ラ
オ
ケ
大
会
参
加
、

「体
暇
村

鹿
沢
高
原
温
泉
」

へ
の
日
帰
り
旅

行

へ
の
参
加
、
反
省
会

ｅ
忘
年
会

を
兼
ね
た

「ま
ね
き
猫
」
で
の
歌

謡
練
習
等

へ
参
加
し
て
他
会
員
と

の
親
睦
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
で

あ
り
ま
す
が
、
多
数
の
入
会
希
望

者
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

董
》

唱
歌
を
受
す
に
位

も
～
い
掛
食

会
長
　

小
澤

節
子

会
員
数
が
多
い
、
も
～
い
い
会
。

童
謡
、
唱
歌
を
楽
し
ん
で
歌

っ
て
　
・

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
四
月
に
介
護
施
設

や
誕
生
日
会
、
合
わ
せ
て
三
十
人

く
ら
い
で
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
ｃ

皆
さ
ん
と

一
緒
に
手
拍
子
で
歌

≒
・

い
、
公
民
館
や
自
治
会
活
動
で
は
ｒ
三

お
客
様
の
前
で
発
表
し
緊
張
し
ま
　
一

し
た
が
、
良
い
経
験
と
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

又
、
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
目

ｒ

帰
り
温
泉
な
ど
に
も
行
き
ま
し
た
。
ヽ
ご

声
を
大
き
く
出
す
機
会
が
無
い

い
，

中
、
月

一
回
の
活
動
で
も
家
か
ら
　
ｔ

出
る
き

っ
か
け
と
な
り
、
色
々
な

方
達
と
お
会
い
す
る
の
も
楽
し
く

　

一

元
気
に
な
り
ま
す
ｃ　
　
　
　
　
　
．一

歌
を
唄
う
事
で
、
ス
ト
レ
ス
発

ヽ
ゞ

散
し
血
圧
を
整
え
脳
を
刺
激
す
る

誓
廿

と
い
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
れ
ま
で
歌
う
こ
と
が
な
か

っ

た
方
に
は
歌
う
と
い
う
認
知
予
防

法
を
新
し
い
趣
味
に
し
て
は
い
か

鬱

渉

鐘
た

こヽ
、そ

み
で

す

平
成
二
十
七
年
十
二
月
板

垣

　

峰

小
牧
曲
越
え
来
し
音
か
も
が
り
笛
　
　
　
小
坂
丼

冬
帽
子
似
含
う
母
の
ず
が
た
に
な
る
妹
よ

昴相
の
朝
コ
ン
ピ
三
だ
け
は
暖
か
き
　
　
　
田
中

年
の
瀬
や
採
血
室
は
混
み
含
え
り

千
曲
川
波
間
に
燿
め
＜
初
日
か
な
　
　
　
中
澤

神
棚
や
お
札
入
れ
替
え
歳
の
暮
れ

爛
酒
を
楽
し
む
皆
の
笑
顔
か
な
　
　
　
　
出
岸

猫
さ
え
も
そ
っ
と
行
さ
交
う
自
障
子

間
引
菜
の
主用
さ
ほ
の
ぼ
の
△フ
朝
の
汁
　
　
申
澤

行
＜
ほ
ど
に
紅
葉
色
濃
し
北
信
濃

冬
帽
子

「
母
さ
ん
の
う
た
」
回
ず
さ
む

　

曲
岸

〈フ
元
気
感
謝
と
願
い
日
記
買
う

老
本
に
季
節
は
ず
れ
の
ツ
ツ
ジ
咲
＜
　
　
板
垣

下
校
児
が
冬
日
背
に
う
け
分
か
れ
行
く

老
い
さ
と
る
雪
の
降
る
夜
は
世
話
に
な
る

片
曲

浅
間
山
裾
野
を
回
る
峰
は
雪

秋
彼
岸
亡
き
反
偲
び
琴
を
弾
＜

ふ
る
さ
と
は
北
斗
を
揺
ら
す
虫
の
声

葬
列
に

一
声
高
さ
寒
鵜

白
雲
に
自
煙
流
す
初
浅
間

駅
前
の
水
車
跳
め
る
秋
の
旅

風
鈴
を
わ
が
仕
事
場
へ
吊
り
変
え
る

闘
＜
ま
ま
本
が
流
る
る
秋
の
川

波
の
ご
と
霧
が
迫
り
て
メ
ガ
ネ
取
る

反
の
な
さ
鵜
が

一
羽

一
茶
の
忌

ハ
ン
ガ
ー
の
赤
が
目
立
つ
よ
鴨
の
巣

母
逝
き
て
出
茶
棺
の
村
遠
く
な
る

よ
る
こ
び
を
又
悲
し
み
も
日
記
買
う

ま
と
め

母
を
恋
ふ
枯
野
の
天
の
星
赤
し

試
着
せ
し
冬
衣
装
中
妻
が
見
る

翼
が
落
ち
て
少
年
像
が
丸
見
え
に

振
り
返
る
人
生
長
し
冬
銀
河

混
雑
が
映
る
ミ
ラ
ー
よ
冬
の
街

出
岸

■,■ 、.~■
1■,..→・

が
で
し
ょ
う
か
？
・　
　
　
　
　
　

、ヽ
）

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
〉
轟

ス 貞 静
子  子  子

_ぶ ´

弘 幾 正 三 亀Ё
明 重 雄 郎 選

F― 丁 :  …Ⅲよ尋l

匿ヨ

Eヨ

子

ま
つ

子

笹
木

み
つ
子

根
本

　

光
枝

斉
藤
　
寿
美
校

倉
島
　
　
政
夫

堤
　
　
や
よ
い

・・‐    =― ‐    thミ)  ■‐Ⅲ…真■i‐ ｀
工 、・ =I     ―  ‐ '―  _キ          .r

中
之
条
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ウ
一■
フ

活
動
報
告

会
長
　

塚
日

吉
和

申
之
条
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
。

略
し
て
Ｎ
Ｂ
Ｃ

（
エ
ヌ
ビ
ー
シ
ー
）

当
初
、
中
之
条
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ク
ラ

ブ
と
い
う
名
前
で
発
足
し
ま
し
た
。

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
、
活
動
等
の
お

手
伝
い
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
、
と

い
つ
た
ス
タ
ン
ス
で
役
員
Ｏ
Ｂ
で
組

織
さ
れ
、
人
手
が
必
要
な
夏
祭
り
と

か
、
運
動
会
の
選
手
集
め
や
準
備
を

お
手
伝
い
す
る
う
ち
に
、
メ
ン
バ
ー

の

一
人
が

「
　
こ
れ

っ
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活

動

っ
て
呼
ぶ
の
は
お
か
し
く
な
い
？

自
分
の
住
ん
で
る
所
の
事
を
や

っ
て

い
る
ん
だ
か
ら
当
た
り
前
の
こ
と
な

ん
じ
ゃ
じ
ゃ
な
い
の
？
　
」
と

・
。

そ
の
時
以
来
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
か

ら
バ
ツ
ク
ア
ツ
プ

（盛
り
立
て
る
）

存
在
に
な
ろ
う
と
思
い
、
今
に
至

っ

て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
と
言
わ
れ
て
久
し
い

我
が
日
本
。
と
こ
ろ
が
も
は
や
こ
の

言
葉
は
過
去
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

「少
子
多
死

化
社
会
」
少
子
化
と
相
ま

っ
て
、
人

口
減
少
が
急
速
に
進
む
と
い
う
の
で

す
。
家
庭
、
仕
事
、
仲
間
、
そ
し
て

地
域
に
よ

っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
私

達
。
ふ
る
さ
と
中
之
条
は
、
今
和
気

あ
い
あ
い
と
、
温
か
い
の
で
し
ょ
う

か
。
き

つ
と
そ
れ
は
誰
か
が
作
る
も

の
で
は
な
く
、
こ
こ
に
暮
ら
す
私
達

が
、
地
域
の
仲
間
と
笑
い
な
が
ら
肩

肘
張
ら
ず
に
作

っ
て
行
け
る
も
の
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

中
之
条
は
今
日
も
元
気
で
す
―
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曲治会費等納入状蠅饂轟知膊せよ御春狡 中之条自治会 会計

真野 裕司
日頃から自治会員の皆様には自治会活動に多大なるご協力をしヽただき、深く感謝申し上|ず議す。

平成27年 11月 30日 現在の自治会費及びコミュニティー会館建設負担金の納入状況をご報告申し上 |ザます。

ブ

□

ツ

ク

班数

自治会費 建設負担金

住宅 事務所 各ブロック

合計金額

(円 )

持ち家

¥2,000

¥1,000

¥200

借家
各ブロック

合計金額

(円 )

持ち家

世帯数

借家

世帯数

含計 事務
所数

金額 (円 )
世帯数 金額 (円 )

第 1 14 84 19 103 838,500 0 0 838,500 154,000 41200 158,200

第2 17 98 47 145 993,600 9 95,000 1,0889600 162,000 9,200 171,200

第3 4′b
l乙 84 49 133 944,700 9 1001000 1,044,700 151,200 9,800 161,000

第4 〔Ｘ
） 62 16 78 605,550 （ｈ

） 60,000 665,550 111,800 3,200 115,000

第5 22 86 49 135 11044,750 4 50,000 1,094,750 163,200 8,400 171,600

第6 17 97 71 168 13185,150 ○ 0 1,185,150 175,800 10,600 186,400

第了 17 88 35 123 945,000 ″「
） 50,000 995,000 149,000 8,600 157,600

第8 20 99 72 171 1,1761900 10,000 1,186,900 187,000 12,000 199,000

=車口 | 12了 698
|

3581 1,056 7,734,150 34 365,000 81099,150 1,254,000 66,000 1,320,000

巡
え
ぐ
み

今
年

一
年
間
、
次
の
方
々
が

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

第

一
プ
ロ
ッ
ク

水
出
　
　
晴
美
さ
ん

長
谷
川
　
典
子
さ
ん
　
十

第
ニ
ブ
ロ
ツ
ク

山
本
　
　
錦
作
さ
ん
　
　
一

武
重
　
　
　
尊
さ
ん
　
十

一

第
ニ
プ
ロ
ッ
ク

滝
沢
　
　
輝
子
さ
ん

囲
中
　
袈
裟
雄
さ
ん

桑
原
　
う
め
子
さ
ん

轟
零
原
　
も
と
み
さ
ん

丸
山
　
わ
か
い
さ
ん

圏
中
　
　
　
博
さ
ん

西
澤
　
　
和
子
さ
ん

第
四
プ

ロ
ツ
ク

金
沢
　
　
泰
成
さ
ん

第
五
プ

ロ
ッ
ク

中
澤
　
　
さ
い
さ
ん

山
岸
　
　
英
雄
さ
ん

第
七
フ
ロ
ッ
ク

中
澤
　
　
弓
枝
さ
ん
　
十

一
月

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（合
掌
）

平
成
二
十
七
年

十
二
月
七
日
現
在 三

月 月 月

十十
1-十 九九 六 1

月月 月 月月 月 月
一 七
月 月

六
月

十

二
月

中
之
条
白
治
会
新
年
総
会
は
、

一
月
十
日

（日
）
午
後

一
時
か
ら

公
民
館
大
広
間
に
て
行
い
ま
す
。

お
忙
し
い
事
と
は
思
い
ま
す
が
、

御
出
席
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

「中之条つて明る<つ て素敵な地域ですね」by えりこちゃん

編集委員

長1司義憲 伊沢崇 五十
四申孝義 大庭邦敬

里勝美 塚田吉和
中村勝剤

ヲ
編
集
後
記

事

　

‐

馬
齢
を
重
ね
る
た
び
に
、
日
々

の
流
れ
が
加
速
す
る
よ
う
な
錯
覚

が
あ
り
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
、　
一

年
間
の
何
と
短
か
い
こ
と
か

・
ｏ

邊
か
昔
、
申
学
生
時
代
の
三
年

間
と
、
今
の
三
年
間
、
同
じ
時
の

流
れ
と
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

き

っ
と

「
思
い
出
の
量
と
質
」
が

格
段
に
違
う
の
で
し
ょ
う
。

私
の
我
が
ま
ま
で
、
業
者
さ
ん

の
お
力
を
借
り
ず
に
ス
タ
ー
ト
し

た
本
年
度
の
千
曲
藻
。

校
正
、
編
集
、
印
刷
と
、
全
て

に
お
い
て
悔
い
の
残
る
出
来
栄
え

と
な
り
、
お
読
み
く
だ
さ

っ
た
区

民
の
皆
様
に
は
お
詫
び
の
し
よ
う

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
原
稿

を
お
願
い
申
し
上
げ
た
各
分
野
の

代
表
者
、
責
任
者
の
皆
様
に
は
、

ご
多
忙
の
中
、
時
間
を
割
い
て
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

自
治
会
役
員
を
仰
せ
つ
か
り
、

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
役
員
を

や
ら
な
け
れ
ば
出
会
え
な
か

っ
た
、

素
晴
ら
し
い
仲
間
た
ち
と
の

一
年

間
は
、
公
私
と
も
に
思
い
出
深
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
事
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

も
う
少
し
で
、
新
し
い
年
が
明

け
ま
す
。
ふ
る
さ
と
中
之
条
が

も

つ
と
も

つ
と
元
気
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
皆
様
方
が
益
々
ご
健
勝

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
筆
を
置
く
こ
と
と
い
た
し

ま
す
。　
一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
　

　

　

　

（塚
）

:


